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第 10章

交流学習会議
その１ 概要報告

小林 千枝子

１ はじめに

交流学習会議は、国立女性教育会館の数多い事業のうちでも、大きな位置

を占めている重要なものの１つである。会館の事業の一翼を担うものと言っ

ても過言ではない。この会議の成果の「見える化」をはかるために、本誌で

は、今号と次号の２回にわたって、交流学習会議の概要と成果を明らかにし

たい。今号では、主として会議の概要と実情を報告し、次号で、分析と評価

について、述べることにする。

２ 交流学習会議の目的

国立女性教育会館（以下、会館）では、１９７７年のオープン以来、わが国唯

一の女性教育のナショナルセンターとして、女性教育指導者その他の女性教

育関係者を対象にして男女共同参画、女性教育・家庭教育に関する多様な国

内の研修事業、交流事業を実施してきた。主催事業参加者は、１９７７年～２００９

年の間で１５万人近くに及ぶ。

これらの主催事業参加者は、事業参加後、それぞれの地域で参加者同士が

グループを結成し、地域づくりという社会に参画するための多様な実践活動
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を展開し、それぞれの社会活動キャリアの形成という個人的な成果だけでな

く、地域における男女共同参画の推進、地域の活性化という社会的な成果を

あげている。なかには、その団体・グループ名に会館の愛称である「ヌエッ

ク」、あるいは会館の所在地である「らんざん」をつけているものもあり、

その活動が現在に至るまで、２０年、３０年以上も続いているものが複数ある

（詳しくは、２００９年に会館が実施した『「地域活性化に向けた男女共同参画推進に

関する調査研究」報告書』参照）。

このように、各地で会館の事業参加者が、会館での研修成果を地域に広

げ、さまざまな実践活動を行っている。そこで、２００８年度から、これまでの

会館の事業参加者が地域での活動実践を持ち寄り、互いに意見交換、情報交

換を行うことで地域課題の解決の方向性を探り、地域活動を一層活発化する

とともに、会館を中心とした全国的なネットワークづくりをすすめるため、

新たに「交流学習会議」を開催している。

３ 交流学習会議の特徴

交流学習会議の第１の特徴は、交流による学習を中心に据えた事業であ

る、という点である。

主催事業参加者には、会館での宿泊研修により、同じ場所で、同じ時間を

共有し、男女共同参画の推進という共通の目標に向けて学習や交流を深める

ことにより、研修後も参加者が継続して関係を持つことを望み、ネットワー

クを形成する場合が多く見受けられる。そこで会館では、交流を、男女共同

参画学習にとって重要、かつ有効な学習方法の一つとして、「交流学習会

議」を実施している。

第２の特徴は、「交流学習会議連絡会」との協働で、企画・運営を行って

いることである。交流学習会議を開催するにあたり、初年度２００８年度の参加

者からの要望もあり、「交流学習会議のための連絡会」（以下、連絡会）を置

き、会館と協働で交流学習会議の企画・運営を行っている。
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連絡会は、全国を６ブロックに分け、各ブロック２名～３名ずつのメン

バー１５名で構成される。連絡会メンバーの役割として、①プログラムの企

画、地域の報告事例の推薦等の企画協力、②コーディネーターやグループ討

議の際の学習支援、③交流プログラムの運営等の運営協力、④交流学習会議

出席者の募集案内・広報、⑤地域情報の収集・提供、⑥会館及び地域での

ネットワークづくり等を行っている。

交流会議出席者は、これまで会館の研修事業・交流事業に参加した後、地

域でネットワークを構築し、実践活動をしている女性団体・グループのリー

ダー、男女共同参画・女性教育行政担当者、女性関連施設関係者等であり、

運営上から参加者定員を１００名程度としている。これまでの出席者をみると、

初年度の２００８年度は１６都県から３２団体、１１２人（女性：１０８人、男性：４人）、

２００９年度は２５都道府県から６３団体１５０人（女性：１４２人、男性：８人）と、毎年、

増えている。新たに参加した県は１０都府県であった。また、２００８年度から継

続して出席している者は、１３都県から１６団体、２７人である。

プログラムの特徴

交流学習会議のプログラムの特徴としては、第１に、地域での実践事例報

告を中心としたプログラムであることである。テーマに即した新しい取り組

みを行っている地域の実践事例報告をプログラムの中心に置き、実践活動を

通した地域の実践活動者や研修参加者の情報交換の場としている。

プログラムは、男女共同参画意識の涵養として、男女共同参画の最新情報

をテーマとした講演、実態把握、問題把握・課題把握として、「地域で男女

共同参画を推進するうえでの課題」についてのグループ討議、会館の最新の

調査研究の報告、連絡会メンバーから推薦のあった地域での実践事例報告―

これまでの会館主催事業に参加した者のいる団体・グループの実践事例、課

題解決に向けた実践のつながり＝実践力として、「実践報告から問題解決の

ヒントを学ぶ」ためのグループ討議、「地域の課題解決に向けた女性のネッ

トワーク―地域と国立女性教育会館とのかかわり」についての意見交換で、
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構成している。

第２は、これからの女性のネットワーク形成を考えるプログラムであるこ

とである。会館を拠点として、全国の地域で男女共同参画を推進する女性団

体・グループのリーダー、男女共同参画行政担当者、女性関連施設職員の

方々が会館で知り合い、男女共同参画の推進という共通課題のために必要な

情報を共有し合うことによって、意見交換・情報交換をしながら、課題解決

に向かう、という女性のゆるやかなネットワークが地域を変え、社会を変え

る力となっている。

交流学習会議では、今後どのようなネットワークづくりをすすめることが

必要なのかについて意見交換しているが、「ゆるやかなネットワーク」がキー

ワードである。

２００８年度プログラムでとりあげた実践事例

２００８年度のプログラムは、第１表のとおりである。２００８年度の実践事例報

告は、３つの団体・グループによるものであった。

・北九州婦人教育研究会は、北九州市が昭和４２年より開始した公募による婦

人国内研修事業の参加者が昭和４５年に設立した団体であり、以来４１年間学

習を継続している。会員は２３４人である。会員の研修参加後の足跡をたど

り、さらなるステップアップをめざして実施した調査により、会員ひとり

ひとりがどのような場でどのように活動し、社会活動キャリアを形成して

きたのかについての報告。

・熊本県つばさの会は、熊本県男女共同参画地域リーダー研修会に参加した

OG、OBの会であり、２３年目を迎える。会員は約２００名である。熊本県の

男女共同参画の推進をめざし、男女共同参画の施策の拠点である熊本県と

場の拠点である熊本県男女共同参画センターとの協働で、つばさの会が

培ってきたノウハウを生かしながらチャレンジセミナーを開催している実

践報告である。

・「いわてヌエックの会２００３」は、２００３年度から岩手県の派遣事業「いわて
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第１表 ２００８年度 交流学習会議プログラム日程

月日 時 間 プ ロ グ ラ ム

２/１３

（金）

１４：００～１４：５０ 開 会

１４：５０～１５：５０ 講演「男女共同参画の意識の醸成とは」

国立女性教育会館理事長 神田 道子

１６：００～１７：２０ 意見交換「地域で男女共同参画を推進する上での課題」

１７：３０～１８：００ 女性アーカイブセンターの見学

１８：３０～２０：００ 夕食を兼ねながらの交流会

２０：００～ 自由交流

２/１４

（土）

９：００～１２：００ 会館からの報告及び質疑応答

「連携・協働による実験プログラム“地域づくりに参画する女性人材が育

つために”」

報告者 国立女性教育会館研究国際室長 中野 洋恵

国立女性教育会館研究国際室研究員 高橋 由紀

静岡県男女共同参画センター交流会議代表理事 佐藤 和子

千葉県ちば県民共生センター所長 加藤 峰子

１３：３０～１７：３０ 地域からの報告及び質疑応答「地域での男女共同参画を推進する」

報告１ 「振り返れば未来 －会員の活動実態に関する調査」

報告者 北九州婦人教育研究会会長 浜崎いつ子 ほか

報告２ 「行政と女性関連施設、女性団体との協働」

報告者 熊本県男女共同参画センター参事 山下 素子

熊本県つばさの会会長 陶山えつ子

報告３ 「女性の政治参画に向けた人材の養成」

報告者 いわてヌエックの会２００３会長 野内 令子

１９：００～２１：００ 自由交流

２/１５

（日）

９：００～１１：３０ 意見交換「今後の発展に向けて－地域と国立女性教育会館とのかかわり」

司会 比治山大学講師 荒谷 信子

１１：３０～１３：４０ 閉 会

男女共同参画ヌエック研修」の参加者の呼びかけにより設立された。会員

は現在５１人である。女性の政治参画をめざし、岩手県平泉町では、保守的

な暮らしの中で、４３年ぶりに女性議員を誕生させた活動、日本一人口の多

い滝沢村で、村政１２０年の歴史の中に、初めて２人の女性議員を政治参画

の場へ送り込んだ実践等の報告であった。
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２００９年度プログラムでとりあげた実践事例

２００９年度のプログラムは、第２表のとおりである。２００９年度は、連絡会メ

ンバー推薦により、全国から１０の団体・グループ・女性関連施設等による実

践事例が集まった。

事例報告は、それらの活動実践事例の内容別に、①「団体、行政、女性関

連施設等他機関との連携組織のつくり方」、②「組織・活動の活性化」、③「地

域人材の養成」、④「女性の意思決定の場への参画」の４つのテーマに分け、

報告を行った。

「団体、行政、女性関連施設等他機関との連携組織のつくり方」では、地

域で男女共同参画を推進するために不可欠な他機関との連携・協働をすすめ

ている実践事例として、次の４事例を報告した。

・山口ネットエコ－（山口県）は、山口県立大学での「やまぐち女性カレッ

ジ」の修了生により平成元年に設立され、会員は１７０人である。山口県や

山口県女性団体連絡協議会、山口婦人教育文化会館等とネットワークづく

りを進め、女性学講座、企画力・実践力ステップアップ講座等の課題解決

型の研修会等の学習活動の実践報告であった。

・日本まんなか共和国（滋賀県・福井県・岐阜県）とは、２０００年６月に当時の

北川正恭三重県知事による共和国構想の提案であり、太平洋から日本海に

かけてお互いが隣接し、日本の国土のほぼ中央に位置する福井県・岐阜

県・三重県・滋賀県の４県が連携して行う広域の観光誘致運動、域内交流

を促進する事業の総称である。交流は、文化、スポーツ、産業、環境、福

祉、医療、男女共同参画等多岐にわたっている。２００１年度から、主として

女性リーダーや男女共同参画を推進する団体等の交流事業として「日本ま

んなか共和国男女共同参画事業」を実施している。

・NPO法人さんかくナビ（岡山県）は、２００４年６月に男女共同参画社会の実

現、女性の自立と支援をめざして発足したNPO法人である。現在は特

に、DV被害者（女性と子ども）の支援に重点を置き、他団体と協働しな

がら実施している民間シェルターの運営や、DV被害者や子ども、高齢者
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が笑顔を取り戻し、元気に自立できるための子育て支援、訪問介護事業

等、サポート活動に取り組んでいる。

・市川女性の集い連絡会（千葉県）は、市川市内の女性団体等の相互理解、

相互交流を深め、女性間の連帯の強化と活動を進展させ、女性の社会的地

位の向上を図ることを目的に結成され、市川市男女共同参画センター設立

の要望活動や女性の政治参画をめざして女性議員を２名輩出する等、市川

市の男女共同参画を推進する多様な活動を実践している。

組織・活動の活性化 組織・活動を活性化するために取り組んでいる実践

事例は以下の３つである。

・佐賀県翼の会（佐賀県）は、佐賀県の海外派遣事業の参加者により設立さ

れた団体である。「翼の会」の名前は各県にあるが、会員が高齢化して活

動ができない、との声を多く聞く。そのような中、佐賀県翼の会では、海

外派遣、国内派遣、一般会員の研修等の事業は、男女共同参画の活動とし

て行われている。魅力ある事業プラン、旅行プランをどのように立ててい

るのか、その工夫、アイディア等を報告してもらった。

・福島県女性団体連絡協議会（福島県）は、福島県の女性の地位向上や女性

問題解決のために、２１世紀に向けての女性の連帯が必要であるとの認識の

もと、１９８５年２月に、福島県内の女性団体の代表者５００人あまりが出席し

て設立された。会員は、加盟２７団体、６３万人である。県との協働による男

女共同参画に関する啓発事業として「福島県男女共生のつどい」、各種

フォーラム等を開催したり、国際交流事業に関する活動を行っている。

・セミナー・ハンサムウーマン（青森県）は、世代を超えて学び、出会って

つながって新しい人間関係をつむぎ、メンバー一人ひとりが独自の活動を

創り出しながら、地域活動を協働し、ネットワークを推進するとともに、

広い視野で社会貢献することをめざす仲間の会であり、会員は７２人であ

る。国立女性教育会館のフォーラムで出会った女性団体とつながることに

より、その活動の場がさらに海外にまでも広がっている。セミナーがつな

がりの場を提供するとともに、今後は新しい公共という仕組みづくりに取
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り組むコーディネーターの育成という活動にも着手している。

地域人材の養成 地域で男女共同参画を推進する人材を発掘し、人材の養

成を行っている実践事例として、国立女性教育会館が開発した「連携・協働

を推進しつつ、地域づくりに参画する人材が育つための実験プログラム」に

より開催した、埼玉県男女共同参画推進センターと京都府男女共同参画セン

ターでの実施報告を行った。

・埼玉県男女共同参画推進センターでは、地域の男女共同参画をすすめるた

めの行政と市民の連携・協働を、市町村行政担当職員、女性関連施設職

員、地域の女性団体関係者、参画学習オーガナイザーの四者が一緒に研修

を行うこととした。特に埼玉県での実験プログラムでは、地域での男女共

同参画を、多様な機関と連携・協働しながら進めていく際の核となり、事

業の企画、学習支援等の役割を担う「参画学習オーガナイザー」の育成も

目的とした。学習方法としては、グループワークやワークシートを使った

学習方法を取り入れ、各グループにひとりずつ学習支援者がつき、グルー

プ作業の充実を図った。また、四者で、地域に戻って男女共同参画を推進

するために実践できる事業計画案づくりを行った。

・京都府男女共同参画センター（京都府）では、毎年実施している平成２１年度

KYOのあけぼの大学チャレンジ支援講座「地域おこしセミナー」の一環と

して、実験プログラムを実施した。テーマには食育を取り上げ、亀岡市の

男女共同参画行政担当者、地域の女性団体、亀岡市には女性関連施設がない

ので、京都府男女共同参画センターの職員が入り、その三者が一緒になっ

て研修を行った。埼玉県と同様に、学習方法として、グループワークや

ワークシートを用いた学習方法を取り入れた。また、三者で、地域に戻っ

て男女共同参画を推進するために実践できる事業計画案づくりをした。

女性の意思決定の場への参画 地域での女性の意思決定の場への参画、女

性の政治参画等をめざしたふくいソフィアの会（福井県）の取り組みが報告

された。市街地を除く多くの地域で、これまでの習慣やしきたりから「町内

の役員は男がなるもの」との意識が根強く残っており、女性の町内会長は皆
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第２表 ２００９年度 交流学習会議プログラム日程

月日 時 間 プ ロ グ ラ ム

２/１９
（金）

１３：００～１３：５０ 開 会
①主催者挨拶 国立女性教育会館理事長 神田 道子
②「交流学習会議」 連絡会メンバー紹介
③日程等説明 国立女性教育会館調査役 小林千枝子
④国立女性教育会館の最新の情報

国立女性教育会館理事 和氣 太司

１４：００～１５：３０ 講演・質疑応答「男女共同参画社会基本法１０年、第３次男女共同参画基本
計画から見えてきた課題」
講師 実践女子大学教授 鹿嶋 敬

１５：４０～１６：５５ グループワーク「地域で男女共同参画を推進する上での課題」
学習支援者 「交流学習会議」連絡会メンバー ほか

１７：１０～１７：４０ 女性アーカイブセンターの見学

１８：００～２０：００ 夕食を兼ねながらの交流会

２０：００～ 自由交流

無の市町がかなりあるという福井県で、ふくいソフィアの会が２００６年に、県

内在住の２０歳以上の男女２，０００人に対して実施した「地域における役員への

参画に関するアンケート調査」の結果を報告した。この調査は、町内会長等

の選出方法や住民の意識等を把握し、女性の地域役員への参画に向けた住民

の意識改革を行うことを目的として行われたものである。地域役員として

は、女性の町内会・自治会長は４％、男性は２０％とやはり男性に多い、とい

う調査結果であった。

実践事例を通して学ぶという手法は、実践活動者にとって、課題をどのよ

うに解決するかを考えるためには、実際的で有効な方法であると考える。

今後も、全国の特色ある実践事例を取り上げ、交流学習会議で事例分析し

つつ、課題とその解決策を見出していきたい。
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月日 時 間 プ ロ グ ラ ム

２/２０
（土）

９：００～１０：４５ 会館からの報告及び質疑応答
講師 国立女性教育会館理事長 神田 道子
学習支援者 「交流学習会議」連絡会メンバー ほか

１１：００～１２：４０
１４：００～１５：１５

地域からの報告及び質疑応答「地域での男女共同参画を推進する」Ⅰ
報告１ 「団体、行政、女性関連施設等他機関との連携組織のつくり方」
コーディネーター 国立女性教育会館客員研究員 西山恵美子
報告者 �やまぐちネットワークエコー会長（山口県）西山香代子

�滋賀県県民文化生活部管理監、日本まんなか
共和国（平成２１年度担当県）（滋賀県） 西原 節子

�特定非営利活動法人さんかくナビ理事長
（岡山県） 貝原己代子
�市川女性の集い連絡会会長（千葉県） 田中 順子 ほか

報告２ 「組織・活動の活性化」
コーディネーター シンクロナイズネット副代表 岡本早智子
報告者 �佐賀県翼の会事務局長（佐賀県） 江口 英子

�福島県女性団体連絡協議会会長（福島県） 山崎 捷子
�セミナー・ハンサムウーマン代表（青森県） 田中 弘子

１５：２５～１５：５５ グループワーク「実践活動報告から問題解決のヒントを学ぶ」Ⅰ
学習支援者 「交流学習会議」連絡会メンバー ほか

１６：００～１６：５０
１６：５０～１７：１５

地域からの報告及び質疑応答「地域での男女共同参画を推進する」Ⅱ
報告３ 「地域人材の養成」
コーディネーター 国立女性教育会館調査役 小林千枝子
報告者 �埼玉県男女共同参画推進センター

事業コーディネーター（埼玉県） 瀬山 紀子
�京都府男女共同参画センター館長（京都府） 浜野 令子

報告４ 「女性の意志決定の場への参画」
コーディネーター 滋賀NWECの会 若杉 貞子
報告者 ふくいソフィアの会会長（福井県） 辻 きぬ

１７：２５～１７：５５ グループワーク「実践活動報告から問題解決のヒントを学ぶ」Ⅱ
学習支援者 「交流学習会議」連絡会メンバー ほか

１９：４５～２１：００ 自由交流

２/２１
（日）

９：００～１１：３０ 意見交換「地域の課題解決に向けた女性のネットワーク－地域と国立女性
教育会館とのかかわり」
司会者 「交流学習会議」連絡会メンバー

・青森県ヌエック研修仲間 前田 みき
・もりおか女性センター所長 平賀 圭子

①報告「地域の課題解決に向けた女性のネットワークに関するアンケート
調査」
報告者 国立女性教育会館客員研究員 飯島 絵理

②意見交換「地域の課題解決に向けた女性のネットワークを考える－交流
学習会議を中心として」

１１：３０ 閉 会
主催者挨拶 国立女性教育会館理事長 神田 道子
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４ 交流学習会議に見る「交流」の成果のとらえ方について
の検討

交流学習会議の成果を見るために、２００９年度は会議終了後に参加者アン

ケートを実施した。特に、「交流」の成果、関係づくりに役立つ場等、交流

に関する質問項目により、「交流」の意義、成果について考えたい。

交流の成果として得たことを、①今後の活動の方向性を得ることができ、

「実践活動に役立つ」項目、②やる気、勇気がでたという「意識の高揚」に

関する項目、③「関係性の深まり」を表す項目に分け、それぞれの項目につ

いて成果としてあげられた比率を示したのが第１図である（図のなかの①～

③は上記の項目に対応している）。具体例をあげてたずねたところ、「新しい見

方や方向について考える機会になった」をあげる者が７１．４％と最も多かった。

以下、「多様な実践活動について知ることができ、これからの自分たちの活

動の役に立った」（４６．８％）、「実践活動をすすめるに当たって、必要なイン

フォーマルな情報を得ることができた」（４２．９％）とつづき、交流により、

①の「実践活動に役立つ」成果を得たという回答が多い。

次に多かったのは、②の「意識の高揚」に関する項目である（「勇気づけら

れた」４０．３％、「やる気が出た」２７．３％）。

③の「関係性の深まり」については、今回はその内容をとらえるために具

体的な関係を項目としてあげた。その結果、回答項目２３のうち「関係の深ま

り」に関する項目が１４にのぼり、回答は分散している。これをもとにして次

号でさらに分析を深めたい。
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第１図 交流の成果

どのような場が関係づくりに役立ったか、研修会場、見学会場、食事や交

流会の会場等を具体的にあげてたずねたのが第２図である。「グループワー

クの場」をあげる者が６３．０％と最も多い。以下「夕食を兼ねた交流会」（５８．９％）、

「研修室の席」（４６．４％）とつづいており、意見交換、情報交換のできる場が

関係づくりには有効なことがわかった。
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第２図 関係づくりに役立つ場

第３図 宿泊することで得たこと

さらに、宿泊研修の意義を考えるため、宿泊したことによって得ることが

できたことをたずねた結果が第３図である。宿泊することによって得たこと

としては、「時間を有効に活用し、参加者同士の議論を深めることができ

た」ことが５６．３％と、最も多く、小差で「新しい出会いがあり、人間関係づ

くりができた」がつづいている（５２．１％）。以下、「日ごろの思いを共感して

もらえる関係・交流ができた」（４０．８％）、「交流を通じて活動・業務への意

欲が高まった」（３９．４％）、「課題解決や活動・業務に役立つ情報交換ができ

た」（３９．４％）がさらに少差でつづく。
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同じ空間と時間を共有し、face to face の関係で行う「交流」は、意見を

交換したり、情報を交換したりすることにより、情報だけでなく、相手の意

思・考え方をも情報として得ることができ、「交流」の効果は大きいものが

あると考えられる。

以上、交流学習会議について、その特徴を見てきたが、地域の課題解決に

向けた取り組みとして、さまざまな人材や機関が地域の実情や課題に即した

ネットワークを形成し、連携・協働していくことの重要性が指摘されてお

り、今後全国的なネットワークづくりの場として、交流学習会議はますます

重要度を増していくと思われる。

今後の課題としては、①参加者のニーズの高い分野の事例報告をとりあげ

ること、②男性や次世代を担う若い人の参加を増やすこと、等があげられ

る。
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